








[講評]

出題内容は以下の通り．
1 　小問集合
例年通りの出題．(3) がやや解きづらい．
2 　確率漸化式
ここ最近は難易度が低下傾向にある確率の問題．
設定もそこまで複雑ではなく，慶応医学部志望であるならば対策をしっかりしている
だろうから満点が望ましい．
 3 　三角関数
最近よく出題される

π

7
関連の関係式．2018 では東海大 (1 日目)，2017 では日医 (前期)，

川崎医科などで出題されている．
(なお慶応医学部では 2008 年に三角関数 (チェビシェフの多項式) の出題がある)

4 　微分積分総合
曲線を滑らずに転がすときの点の描く軌跡．a(t)，b(t) を求める部分からは計算が重い．

昨年に比べて易化し，どの問題も時間があれば最後まで手がつきそうなセットである．
ただし，試験時間が 100 分であることを考慮すると合格ラインは 70 ％ぐらいになるだろう．




